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　いよいよ、2017-18年度が始まります。会長・幹
事の皆様を始め、各クラブの会員の皆様には、溌溂
として新年度を迎えられた事と存じます。私も、ガ
バナーエレクト就任以来、慌ただしく準備を重ねた
一年でしたが、ガバナー年度の開始に当たり、再び
気持ちを新たにして居ります。
　既に皆様ご承知の通り、イアンH.S.ライズリー
会長による本年度RIテーマは、英文においては

「ROTARY：MAKING A DIFFERENCE」、日本語
訳では「ロータリー：変化をもたらす」でありまし
た。このテーマをどう解釈すべきであるのか。RI会
長は、自ら次のような文章を記していらっしゃいま
す。
　私にとってのロータリーとは、「どのような団体
か」ではなく、「何をしているか」で定義される。
　2017−18年度、「ロータリーとは何ですか」とい
う問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」
というテーマで答える。何故なら、それぞれどのよ
うな方法で奉仕する事を選んだとしても、その理由
は、奉仕を通じて人々の人生に変化をもたらせると
信じているからだ。私たちの活動は、誰かの人生を
より良くしている。私たちがロータリーにとどまり
続けるのは、ロータリーで充実感を得ることができ
るからである。この充実感は、「変化をもたらす」ロー
タリーの一員であることから湧き出てくるものなの
である。

　RI会長の文章から、会長は、ロータリーが実践的・
具体的な奉仕プロジェクトを通じ、その受益者たち
の人生や境遇に変化をもたらそうと呼びかけている
事が分かります。私は、RI会長は、このテーマを通
じて、次の三つの事柄について言及していると思い
ます。
　一つ目は、RIが標榜してきた世界有数のボラン
ティア団体を目指すという方向性を、会長自らも継
承し、推進するという事。二つ目は、その為に、私
達ロータリアンに、実践的・具体的な奉仕プロジェ
クトを強く推奨している事。三つ目は、その奉仕プ
ロジェクトは、自己満足に終始することなく、受益
者の人生や境遇を変える結果を伴うものとすべき
事。
　RI会長の真意は、このようなものである。少なく
とも、私はそう理解を致しました。本年度、私は、
2790地区の行動指針を「理念と実践～ Think Next
～」と致しました。ロータリーが目的（綱領）に掲
げる職業倫理を中心とした奉仕の理念。その理念を
啓蒙し、理念を共有する会員の輪の拡大に資する為
に、実践的な奉仕プロジェクトを推奨する。RIの
戦略計画と、その励行を促すRI会長の負託に、私達
ロータリアンは如何に対峙し、如何に応ずるべきな
のか。皆様と共に考える一年としたいと思います。
皆様のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

2017-18年度 RI会長と寺嶋哲生ガバナーご夫妻

国際ロータリー第2790地区
2017-18年度ガバナー 寺嶋　哲生（柏RC）

理念と実践　〜Think Next〜地区行動指針
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2017-18年度　公式訪問 分区別日程表

経　歴 ロータリー歴

認　証

氏 名
生 年 月 日
所属クラブ
職 業 分 類
事 業 所
事業所住所
事業所電話
最 終 学 歴
役 職

寺嶋哲生
1959年（昭和34年）９月14日生
柏ロータリークラブ
教育文化協会
公益財団法人　摘水軒記念文化振興財団
〒277-0005　柏市柏４−５−３
04−7167−6153
日本大学大学院博士課程修了（歯学博士）
柏商工会議所会頭
開智国際大学客員教授
日本大学講師
国際浮世絵学会常任理事

1989年（平成元年）８月　柏ロータリークラブ入会
1997-98年度　同クラブ幹事
2004-05年度　同クラブ会長
2015-16年度　ガバナーノミニー
2016-17年度　ガバナーエレクト

ポール・ハリス・フェロー
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター
メジャー・ドナー
米山功労者

分区 分区

１

２

3A

3B

４

５

６

６

７

８

９

10

11

12

13

クラブ名 クラブ名月 月日 日曜日 曜日例会 例会
市川
市川東
市川南
浦安
市川シビック
浦安ベイ
船橋
船橋西
鎌ケ谷
船橋東
船橋南
船橋みなと
千葉
新千葉
千葉西
千葉中央
千葉幕張
千葉東
千葉若潮
千葉南
市原
千葉港
市原中央
千葉北
千葉緑
木更津
上総
富津中央
木更津東
君津
袖ケ浦
富津シティ
館山
鴨川
勝浦
千倉
鋸南
館山ベイ
茂原
東金
大原
大多喜

成田空港南
茂原東
茂原中央
大網
東金ビュー
銚子
旭
八日市場
銚子東
佐原
多古
小見川
佐原香取
成田
八街
印西
白井
富里
成田コスモポリタン
柏
我孫子
柏西
柏東
柏南
習志野
八千代
佐倉
八千代中央
四街道
習志野中央
佐倉中央
松戸
松戸東
松戸北
松戸中央
松戸西
野田
流山
野田東
流山中央
野田セントラル

11
11
9
8
7
10
11
10
11
8
8
8
9
9
7
10
10
9
9
7
11
11
9
10
10
9
10
9
9
10
9
9
10
10
10
10
10
10
8
9
12
12

9
11
10
10
9
9
9
9
9
7
8
8
10
8
9
8
8
9
8
11
11
9
11
11
10
10
9
10
9
8
8
7
9
8
8
10
9
8
9
8
9

30
14
20
25
24
26
28
6
9
10
2
2
4
27
25
19
31
4
4
28
1
16
5
18
3
14
2
7
14
2
25
7
12
13
13
13
12
12
31
12
5
5

21
8
10
10
12
13
8
8
26
27
30
30
30
4
6
29
29
6
23
29
7
1
29
7
25
20
28
20
28
3
22
26
29
9
24
17
11
1
22
1
22

木
火
水
金
月
木
火
金
木
木
水
水
月
水
火
木
火
月
月
金
水
木
火
水
火
木
月
木
木
月
月
木
木
金
金
金
木
木
木
火
火
火

木
水
火
火
火
水
金
金
火
木
水
水
月
金
水
火
火
水
水
水
火
金
水
火
水
金
木
金
木
木
火
水
金
水
木
火
月
火
金
火
金

昼
昼
昼
昼
夜
夜
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
夜
夜
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
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昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
夜
夜
夜
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
昼
夜
昼
昼
昼
昼
昼
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　2017-18年度を迎え、最初に、昨年度地区運営に
多大のご指導・ご協力・ご支援を頂いた諮問委員
を始めとする地区役員、ガバナー補佐、地区委員、
並びに藤﨑地区幹事長及び幹事団、そしてクラブ
会長・幹事・会員の皆様に感謝申し上げます。
　同時に、寺嶋　哲生ガバナー年度の順調なスター
トに心よりお慶びを申上げます。
　寺嶋ガバナーが、神野地区幹事長を中心とする
地区チームの皆さんと充分な準備の下に開催した
三大セミナーの最後となる４月22日の地区研修・
協議会を以って、今年度は実質的に始まりました。
しかし、６月までは企画段階、G（ガバナー）就
任後が実践で、同時に運営責任が生じます。但し、
公式訪問、地区大会等の恒例行事に追われ、終わっ
てみるとアット言う間の１年で、今、私は、達成
感より、皆さんのためにもっと何か出来たのでは
ないかとの反省が先に立っています。
　R（ロータリー）の主体はクラブ、及び会員で、
G及び地区は、RI方針に基づくRC（クラブ）の活
動活性化支援が責務です。私は、昨年の規定審議
会決議及びRI方針、並びにその背景につき、皆さ
んが容易に理解出来るよう意を注ぐと共に、分区
別情報研修会を再開して皆さんのRに対する理解・
関心を深め、依って退会者の極少化、及び価値観
を分ち合う仲間の拡大に繋げたいと考えました。
この結果、会員は増えましたが、残念ながら、多
数の会員が今年度も退会しました。
　公式訪問を通じ、当地区RCは、その生い立ち、
リーダーの考え等により、Rを①勉強・精神修養の
場、②奉仕活動実践の場、③会員間友好を通じた
自己研さんの場と考える３つのグループに大別出
来ますが、大事なことは、たゆまぬ活動活性化へ
の取組みです。少人数でも活発な奉仕活動を継続
するRCがある一方、大規模でも定型的な例会に終
始し、顕著な対外活動が見られないRCがあります。
　人生に、「れば」、「たら」はつきものですが、
GE時にGの公式訪問に随行して各RCの活動を見聞
していたら、もっと皆さんのお役に立てたのでは
ないかと反省しています。
　昨年の規定審議会決議はRCに柔軟な運営を認め

ましたが、これは、世界的なRを取巻く環境変化に
対応すべく導入された2001年の１業種原則５名（１
業種１名見直し）、2013年のEクラブ導入等と同一
線上にあると思います。同様に、RIは、1905年スター
ト時の目的「親睦と相互扶助」から、112年の歴史
を通じ、いくつかのEpoch Makingな変革を遂げて
きました。この結果、現在を、あるいは過去（但し、
多数のステージがある）を批判する声があります
が、私は、常に襟を正して自らの職業を通じ、また、
仲間と共に他の人の役に立つことをする心がけを
持つと同時に、謙虚な気持ちで仲間との友好を深
めることが出来れば、百人百様のロータリー観が
あって良いと思います。
　出席したくなる例会、及び参加したくなる親睦・
奉仕活動の追求、並びに価値観を分ち合う仲間の
輪の拡大が、自己研さん、また、助けを求めてい
るより多くの人の役に立つと同時に、Rが目指す平
和社会の構築に繋がります。
　ロータリーの特徴の１つに、クラブの自主権尊
重に加え、単年度主義があります。
　2016-17年度の「人類に奉仕するロータリー」に
代わり、今年度会長イアンH.S.ライズリーは「ロー
タリー：変化をもたらす」をテーマとしました。
しかし、テーマの背景は、変わりゆく会員、及び
地域社会のニーズ等に対応した奉仕の実践を通じ
て世界の人々の生活に変化をもたらすことであり、
戦略計画３つの優先事項、及び人道奉仕６つの重
点事項継承と並び、RI方針に大きな変化はなく、
継続性に重きが置かれていると考えます。
　このような中、寺嶋ガバナーは、「理念と実践」
を地区運営指針とし、理念及び実践の双方を追求
すると共に、公益目的事業比率の向上、また、戦
略計画委員会を活用した継続と革新への取組みを
目指しています。
　クラブ会長の皆さんは、RIテーマ、及び地区運
営指針に則った上で、クラブの特徴を生かした活
発な活動追及にリーダーシップを発揮すると共に、
応援者・仲間の輪の拡大に挑戦し、寺嶋G年度が皆
さんにとって素晴らしい１年となるよう願ってい
ます。

2017-18年度（寺嶋ガバナー年度）を迎えた
RID2790

国際ロータリークラブ第2790地区PDG
2017‒18年度副ガバナー 青木　貞雄 （成田コスモポリタンRC）
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　寺嶋ガバナーがロータリー海に向かって出航しますこと、
誠におめでとうございます。
　寺嶋ガバナーのロータリーに対する基本理念や卓越した
地区運営の基本方針等々については、３大セミナーにてご
披露頂きました。
　なるほどその運営方針は、商工会議所での現役会頭の
経験を活かした経済人ならではの発想もあって、予算案等
も含め新鮮で、それでいて緻密な印象を受けました。
　2016年４月、規定審議会は、クラブ運営に大幅な柔軟
性を認める決定をしました。即ち、例会の頻度、形式、出
席についてはクラブの自主的判断に任せるというものです。
　RI理事会がRI細則について提案した例会と出席に柔軟
性を認める件は、392対82の大差で決められております。
　ちなみに、RI定款の変更には３分の２以上の賛成、RI
細則、標準ロータリークラブ定款及び決議案は過半数の賛
成で決められます。
　RIによれば、15年にわたる試験的なプログラムの結果、
クラブが決定できる柔軟性が多ければ多いほどクラブに活
気が生まれ、成長する傾向にあり、クラブの健全さは出席
率だけで決まるものではないとするものでした。「柔軟性を
認める」とは聞こえはよろしいが、要するに例会軽視にす
ぎません。
　しかしながら、一方で規定審議会が承認したこれら新し
いオプションは、クラブが自由に選択できるもので、採用した
くなければ従来どおりで結構とするものです。のみならず、
例会頻度、出席率をより厳しくしたければどうぞして下さい、
というものです。
　世界のロータリー運動の中で、日本の進路が岐路に立た
されていると言われて久しいのですが、この度の規定審議
会での決定は、更にその度を深めさせるもので、「日本のロー
タリアンよ、そろそろ進路方向について結論を出したらどう
か」と迫ってきたものと言えます。RIが各クラブの自由裁量
の範囲を大幅に認めたのは、一見するとクラブの自治権を
尊重した結果のように見受けられますが、私にはそうは思
えず、動機はそのようなものではなく、世界の大きな流れ変
化に抗しきれず、俗っぽい言い方をすると、「各クラブ羽目

（定款、細則等）を外さず自由勝手にやってくれ、しかし、
例会は最低月２回だよ、ついでに人頭分担金も忘れるなよ」
としたものではないでしょうか？

　それでは何故このようになってしまったのか？これらRIの認
識の背景を私流に分析すると、現在一部の国や地域でロー
タリーが急速に成長している一方で、会員数の減少や会
員の平均年齢の高齢化といった問題に直面している国や
地域があります。前者はインドや南米諸国やブラジル等の
いわゆる発展途上国、後者は日本やヨーロッパ等の先進国
でしょうか。
　違った面からの分析をしますと、前者は劣悪な生活環境
の社会に立脚した地域にある地区やクラブであり、ロータ
リーの歴史も浅く、従って、理念哲学を重視するロータリー
文化というものが確立されていない地域であり、他方後者
は社会福祉の充実した、そしてロータリーの成熟した高度
なロータリー文化を築きあげている日本のような国の地区や
クラブであるわけですから、そもそも前者と後者のロータリー
活動が異なるのは当然のことであると理解すべきでしょう。
　そうでありながら、RIからしたらこれら異文化の地区やク
ラブを同価値のものとして、手続要覧や定款細則という約
束事で画一的に十把一絡げにして、管理運営をしなけれ
ばならないわけですから、所詮無理な歪な管理運営であっ
たわけです。
　そこでRIは、画一的な管理を「投げ出した」というのは
暴言としても、世界のロータリーの大きな流れを容認し、こ
の方向に大きく舵を切り、それでいて従来の伝統ある高度
なロータリー文化を持った国や地区にも配慮するという二重
体制をとる選択をしたものと考えられます。
　従って、前者はロータリーを論理よりも奉仕の実践に軸足
を置き、ポリオ撲滅運動に見られるようにロータリーを世界
最大のボランティア組織に位置づけようとし、後者は相変わ
らずロータリーの理念を掲げ、職業奉仕を特別なものとして、
五大奉仕の一つにすぎないとは認めず、「理論なき実践は
暴挙である」と言い続けているうちに、いつのまにか世界
の大きな流れから取り残され、「ガラパゴス」化へと向かっ
ているわけであります。
　日本の心あるロータリアンは、この現状を深く受け止め、
それでいて日本のロータリーが持つ矜持、高度なロータリー
文化、職業奉仕を大事にする伝統を守り維持していくた
めにはどうしたらよいのか、何か工夫はないのか？我が第
2790地区の叡智を結集して妙手を見出し日本をリードし、
当地区から世界に向けて発信しようではありませんか。

寺嶋丸の船出に際し
2017‒18年度研修リーダー
パストガバナー 関口　徳雄（浦安ＲＣ）
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　この度、2017−2018年度第３分区Ａガバナー補
佐を拝命いたしました千葉幕張RC所属の、宮本和
夫と申します。１年間よろしくお願いいたします。
　私に今年度ガバナー補佐という大役が無事勤ま
りますかどうか大変心配ですが、分区の皆様とよ
くコミュニケーションを取り前に進めたらいいな
と、思っています。

　RCの皆様、この度、第二分区のガバナー補佐と
いう大役を仰せつかりました船橋みなとRCの国分
裕二と申します。
　この一年間はガバナー補佐として、第2790地区
寺嶋ガバナーを補佐しつつ、ロータリーの理論、
理念にこれまで以上に理解を深め、皆様の活性化
のお役に立てます様、努力して参る所存でござい

　この度、第１分区ガバナー補佐を拝命し、身の
引き締まる思いでおります。その名に恥じぬよう
に、全力で臨む所存でございますので、皆様のご
協力を切にお願い申し上げます。
　寺嶋ガバナーは、われわれガバナー補佐に、管
轄する各クラブがそれぞれ独自の方針をもって活
気あるクラブとなるよう自主的な活動を尊重しつ

　今年度、RI会長のイアンH.S.ライズリーは、「ロー
タリー：変化をもたらす」としています。
　また、寺嶋ガバナーは2017−18年度行動指針を

「理念と実践」としています。理念と実践がともに
共存をしながら高潔な職業倫理を抱きつつ、具体
的な奉仕活動を実践する会員も存在すると、言っ
ています。私は任期中、会長・幹事会を通じてボ
ランティアについて考えてみたいと思っています。
最後に分区のみなさん今期１年間いろいろあろう
かと思いますが、ロータリーの友情に免じてよろ
しくお願いいたします。

ます。
　時代と共に、RCの過渡期と変革という言葉が言
われ始めてかなりの時が流れましたが、未だ先が
見えずの感があるなか、地区及び、分区にあって
の戦略計画委員会の立ち上げなど、理念と実践の
バランスを皆様と共に考え実行していきたいと思
います。
　「ロータリー：変化をもたらす」を地区との架け
橋となり、皆様と実感できることを楽しみにして
おります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

つ、地区組織との懸け橋となるよう尽力すること
を望んでおられます。「理念と実践」という地区目
標の達成を目指し、分区内クラブの会長・幹事会
を定期的に開催し、適切な提案・伝達・指導を行
うように努めて参りたいと存じます。
　ロータリアンとしての知性、品位を持ち、活気
あるクラブ運営のために、少しでもお力添えがで
きるように、皆様のご協力、ご鞭撻の程、よろし
くお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任にあたって

第１分区ガバナー補佐

第２分区ガバナー補佐

第３分区Ａガバナー補佐

（市川RC）

（船橋みなとRC）

（千葉幕張RC）

増田　定男

国分　裕二

宮本　和夫
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　第５分区は、県南部の地区にある。勝浦から南下して
館山までは、太平洋に面する。また、館山から鋸南へは、
東京湾。素晴らしい海と緑の大自然に抱かれた所で、偉
大な郷土の偉人も多い。紹介すれば、西暦1222年に日蓮
が誕生。同1508年里見氏の館山入り。近くは、同1905年

　2017−18年度、第４分区のガバナー補佐を務める
事になりました木更津東RCの内田稔で御座います。
今年度RI会長イアンH.S.ラズリーは会長メッセージ

「ロータリー：変化をもたらす」を提唱しました。こ
れを受け寺嶋ガバナーは地区行動指針として「理念
と実践　～Think Next ～」を表明しました。
　第４分区は木更津市をはじめ４市、７クラブで構

　2017−18年度第３分区Bガバナー補佐を務めさせて
頂くことになりました。
　今年度、RI会長イアンH.S.ライズリーは、「ロータリ
アンの行動は変化をもたらす」としており、我々は行
動しなければなりません。
　又、寺嶋ガバナーは「職業奉仕理念を会得したうえ
での奉仕の実践が、ロータリーの中核的価値観を育

水田三喜男大蔵大臣の出生である。
　さて、こうした郷土の偉人の後追が出来るのならば、私
もその末席に連なり第５分区のために身を尽くしたいと思
う。紹介した郷土の偉人ばかりで無く、無名の先人も多
い。江戸末期1845年勝浦に入港したマンハッタン号事件
で活躍した人々である。ペリー開国の九年前のことで、当
時の房総人の心意気が、開国への道筋をつけたのだと考
えると、心躍る気持ちがする。未来に目を開く進取の心意
気の芽生えたこの地で、ガバナー補佐の重責を担えること
となったのであり、多くの先人に恥ずかしくないリーダーと
して、良き仲間と共に一年間の業務に専念したいと願って
いる。	 ※マンハッタン号は、ネットでお調べ下さい

成されています。
　これからクラブ訪問を通じクラブの現況を伺い、
ガバナーの要望を伝えていきたいと思います。寺嶋
ガバナーは「ロータリーはその規定が柔軟化しても目
的（綱領）や中核的価値観は不変であり、それを共
有して奉仕活動を実践しよう」と言います。そして、
その奉仕が変化をもたらすと思います。
　ガバナー公式訪問、ロータリー情報研究会、IM
と分区の行事が続きます。各クラブの皆様と共に学
び奉仕し、１年間を過したいと思いますので宜しく
お願い致します。

成するものであり、社会的に評価を得ることになる。」
と、言われております。
　各クラブの会務運営や奉仕活動を通して更なる発
展を期するには、一つの案件をより多くの会員が英知
を出し合い、意見を纏め、実践に移していくことが大
切であります。
　ガバナー補佐の立場は地区とクラブの橋渡し役とし
て、ニュースソースを提供し、理解が得られるよう手
段を講じたいと思います。
　ロータリーを幅広く知ることが自分とクラブの行動
範囲を拡げられることから、積極的に参加を促してい
きます。皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任にあたって

第３分区Ｂガバナー補佐

第４分区ガバナー補佐

第５分区ガバナー補佐

（市原RC）

（木更津東RC）

（勝浦RC）

小池　清二

内田　　稔

西川　佳璋

“郷土の先人”に負けぬよう！
進取の心意気を持って
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　2016年９月から６回の補佐会議と三つの重大セ
ミナーを終え７月より新しく寺嶋年度がスター
トする訳ですが2017−18年度のテーマは「ロー
タ リ ー： 変 化 を も た ら す 」 英 文「ROTARY：
MAKING A DIFFERENCE」について、ライズリー
RI会長は奉仕を通じて人々の人生に変化をもたら
すと、信じる。そして私たちの活動は誰かの人生

　すでに入会して27年も経過しており、この間ク
ラブ幹事、会長を経験させていただいた。
　今般ガバナー補佐という大役をおおせつかり昨
年から先日の地区研修協議会までその都度出席し、
居眠りもせずに、どうやらガバナーやパストガバ
ナー、また地区役員諸兄の話を承った。
　長い間ぼんやりと過ごしてきたために、なかな

　寺嶋哲生ガバナーのもと第６分区ガバナー補佐
を仰せつかりました茂原中央ロータリークラブの
志田と申します。
　大変な重責ではありますが、寺嶋ガバナーのも
と今年度RI会長イアンH.S.ライズリーのテーマ「変
化をもたらす」を前向きに捉え寺嶋ガバナーの地
区行動指針「理念と実践」を分区の皆さまと一緒

を、より良くしていると、説明されました。寺嶋
ガバナーからは、テーマを実践する為の地区の役
割を示されました。それはクラブの活性化、各ク
ラブは独自の方針を持ち、活気あるクラブになる
ように、そして地区組織と各クラブの架け橋になっ
てほしいと話されました。私は入会して十四年に
なりますが、ロータリーの活動について、あまり
真剣に考えた事はありませんでした、むしろロー
タリーは真剣に考えなくて良いと思っていました。
補佐という立場になり少しは運営の事を考え、誰
かの人生が良くなるように、この一年頑張ってみ
ます。良い年度となるように努力します。

かピントが戻らない状態である。
　ともかく「ロータリー：変化をもたらす」とい
うRI会長の言葉を受けたガバナーの意向を第７分
区の会員に伝達することと、分区内のクラブの状
態をガバナーに伝えることが第一の仕事のようで
ある。
　また公式訪問、情報研修会、IM、また分区のゴ
ルフ大会と結構盛り沢山である。
　なまった体に鞭打って頑張り、自らに変化をも
たらすよう頑張りますので、失敗や間違いは、ど
うぞ笑ってお許し賜りたい。

に実践できたらと考えております。情報研修会、
IM等においての成果を期待したいと思います。
　私事ですが、ロータリーのご縁で生涯現役を貫
いた元京葉銀行相談役の吉成 儀様に、「志田さん、
人脈は大事ですよ！」と、教えていただき奥様の
吉成庸子様とも公私にわたり25年のお付き合いを
いただいております。ロータリアンになって25年、
様々な方からの教えとお付き合いをいただき現在
に至っております。四つのテストを念頭に行動規
範を持続し、ロータリアンとして精進して参りた
いと思っております。皆さま一年間ご支援ご指導
をよろしくお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任にあたって

第６分区ガバナー補佐

第７分区ガバナー補佐

第８分区ガバナー補佐

（茂原中央RC）

（旭RC）

（小見川RC）

志田　延子

中村　亮太

髙岡　正人
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　11分区ガバナー補佐を拝命致しました習志野RC
の杉山芳夫です。
　今年度RI会長が掲げたテーマは「ロータリー：変
化をもたらす」です。世界には未だ、テロ、内乱、
飢餓、感染症などの問題を抱えた国や地域があり、
不安定な生活を余儀なくされている人たちがいます。
　真の仲間達が集い心を許し、一人一人が社会に貢

　2016年規定審議会の採決は、どのクラブにもそ
の対応に多少の混乱を招く事となりましたが、一
方「クラブ細則」の変更作業は、改めてRI定款や
クラブ定款を見直し理解を深める良い機会になり
ました。今年度はRIの推奨する「柔軟性」を取り
入れた個性的なクラブが誕生し、クラブが発展す
るか否かが試される年になります。社会への貢献

　ロータリーは職業倫理を重んじる実業人、専門職
業人の集まりです。
　現在の世の中は、世界も日本も当地区も、時代の
大きな転換点にあります。今世紀になるまでは統合
に進んでいた価値観が今ではすっかり崩れ分解し、
家族・民族・宗教・文化を束ねる地域組織や国家が
個を主張しはじめています。当地区ロータリーにも地

献し、相手を思いやる、そういったロータリーの創
設者達が志した原点に思いを馳せ実行すれば、平
和で過ごし易い世界となるのではないでしょうか。
　 “ロータリーの真実を知り、理解し合う” それは結
果として会員増強につながり世界に貢献できる。そ
れが今年のテーマ「ロータリー：変化をもたらす」に
通じるところでしょう。
　ガバナー補佐の大役を仰せつかり、少々不安な船
出ではありますが、寺嶋ガバナーの方針を正確にお
伝えする大切な努めを果たすことをお約束し、また
皆さまのご協力を心よりお願い申し上げ、私の挨拶と
いたします。

は、会員それぞれの職業を通して成されるべきと
教えられてまいりましたが、奉仕の第二部門 “職
業奉仕” に、新たに “自己の職業上の手腕をクラブ
活動の中で会員がとるべき行動” として加えられ
ました。社会奉仕との垣根が外された感がありま
す、ロータリーの目的にある「奉仕の理念」は実
践奉仕を通じて育まれると云う事なのでしょう。
寺嶋ガバナーは「理念と実践」を基本的な地区運
営のひとつとして取り上げました。ガバナー補佐
として忠実にガバナーの意向お伝えし、知的意識
の向上の場としてのロータリーを失う事の無いよ
う努めたいと思います。

域社会のエネルギーをまとめきれず、足踏みしている
姿があります。
　クラブは本来、地域に責任を果たし、リーダーシッ
プを発揮してきた人々の集まりです。当地区ロータ
リーが変化するこの時代に役割をしっかり果たして
ゆくためには、今一度クラブの会員基盤を総点検し、
会員の意識をひとつにして、その地域に有用な存在
であることの実体を作り直すことが最重要です。
　クラブの基盤となる地域社会の個性と力を新しい
角度で評価して、ロータリーの目的に即して、我が
地域でどう生きてゆくのかを真剣に議論することから
始めてゆこうではありませんか！

ガバナー補佐就任にあたって

第９分区ガバナー補佐

第10分区ガバナー補佐

第11分区ガバナー補佐

（成田RC）

（柏南RC）

（習志野RC）

諸岡　靖彦

大内　　啓

杉山　芳夫
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月 月日 日曜 曜行事

上期　地区行事予定
行事

クラブ研修リーダー・委員長セミナー

奉仕プロジェクトセミナー	

会員増強・退会防止セミナー、米山セミナー

第７回AG・第６回委員長会議

３分区Ｂ情報研修会

３分区Ａ情報研修会

２分区、10分区 情報研究会

１分区情報研究会

６分区情報研修会

12分区情報研究会

８分区、13分区情報研究会

４分区情報研究会

11分区情報研究会

９分区情報研究会

７分区情報研究会

財団地域セミナー

RI会長歓迎晩餐会、ガバナー会議

ロータリー研究会

ロータリー研究会

５分区情報研究会

第８回AG・第７回委員長会議

日

土

土

土

水

金

火

土

火

金

土

土

土

土

日

月

火

水

木

土

土

23

5

26

9

13

15

19

30

17

20

21

28

11

18

19

20

21

22

23

25

2

７

8

9

10

10

11

12

　国際ロータリー第2790地区寺嶋ガバナー年度の
スタートに当たり、第13分区の補佐として何をす
べきか模索する昨今ですが、RI会長イアンH.S.ラ
イズリーのテーマ、更には寺嶋ガバナーの地区運
営に関する考え方を基にして５クラブで構成する
この13分区、各クラブが独自の方針をもって活気
ある活動が出来るよう対話の機会を作り、ガバナー

　入会して29年目になりますが、ガバナー補佐を
拝命し、大変光栄に存じております。ガバナーの
分身として、ガバナーを補佐し、地区運営方針等
を分区内各クラブへ啓蒙・推進し、同時に各クラ
ブの実態や地区への要望等をガバナーへ適時・適
切に報告して参ります。本年度のRI会長イアン
H.S.ライズリーは、公認会計士で同業でもあり、

更には地区組織と連携を図りたいと思っておりま
す。
　地区委員会の存在は各クラブの活動支援を目的
とすることから、各クラブの抱える課題を理解し
適切な援助が出来るようそのパイプ役になれれば
と考えます。
　私自身の体験から職責を与えられ学ぶことの多
いロータリー活動ですが、地区更に分区の発展の
為に努力する所存です。
　会員皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げま
す。

敬意と信頼の念を込めて、「ロータリー：変化をも
たらす」のテーマに共感を持ちながら、ガバナー
補佐としての職務を遂行して参りたいと存じます。
第12分区の５クラブは、本年もより深い交流・親
睦を期して、合同例会や情報研修会、IM、親睦ゴ
ルフ大会を開催いたします。これらの機会や会長
幹事会を通じて、各クラブの親睦・奉仕活動に関
する情報が他のクラブの活動に資するものと期待
いたします。
　12分区の皆様には、公式訪問例会をはじめ各種
事業にご協力、ご支援のほどお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任にあたって

第12分区ガバナー補佐

第13分区ガバナー補佐

（松戸東RC）

（野田東RC）

安蒜　俊雄

山﨑　　巌
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（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース（ハイライトよねやま207号）

文　庫　通　信（357号）

今月のトピックス

ロータリー情報

── ロータリー文庫 ──

モンゴル米山学友会総会に日本から80人が参加

◆「感謝 in 熊本」にぜひご参加ください！

《今月のピックアップ記事》

〈お知らせ〉

・寄付金速報　−今年度の送金はお早めにお願いします−
・第２回次期地区米山奨学委員長セミナーを開催
・理事会開催報告　−来年４月採用数は40人増の820人に−
・モンゴル米山学友会総会に日本から80人が参加
・米山翁の思いを伝える植樹に奨学生らが参加　−青森RC−

◎「もっと世界を見つめ直ほそう」　　千　玄室〔2016〕　6p
　（D.2640地区大会記録誌）
◎「まとめと提言」　　黒田正宏　2017　3p
　（ロータリーの職業奉仕の歩みと今後への提案） 
◎「私の信奉するロータリー」　　松宮　剛　2017　10p
◎「ロータリーはどこに行く？～日本のロータリー100周年に向けて」　　本田博己　2017　10p
　（D.2760地区大会記録誌）
◎「ロータリーを解り難くしているもの」　　大重勝弘　2017　1p（D.2730月信）
◎「職業奉仕・Vocational Service」　　2017　2p（D.2730月信）
◎「2016年規定審議会における職業奉仕の変更点」　　2017　2p（D.2650月信）
◎「規定審議会決定に対する日本ロータリーの統一的見解について」　　富田英壽　2017　4p
　（D.2700月信）
◎「ロータリー考『例会の頻度』」　　岡部一輝　2017　2p（D.2610月信）
◎「ロータリーの新しいゾーン構成が決まる」　　2017　2p（D.2650月信）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階　TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp　　開館：午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

　モンゴル米山学友会の総会が５月14日、ウランバートル市内で開かれ、学友40人、来賓９人、日本からは当会の小沢理事長を含めロー
タリアンが約80人参加する盛会となりました。
　総会では、年間の活動報告につづき、同学友会の「2016年度最優秀会員賞」にトゥメンデルゲル・バャンバットさんが表彰されました。
また、役員の改選が行われ、新会長にはシルネン・ブヤンジャルガルさん、幹事にトゥメンデルゲルさん、ほか８人の理事が就任しました。
　ブヤンジャルガル新会長は、「モンゴルのロータリークラブにわれわれ学友会の活動をもっとPRし、日本のクラブとの懸け橋になって、
米山奨学金の情報を広く提供していきたい」と抱負を語り、学友会の発展を誓いました。
　また、今回の訪問中、当会小沢一彦理事長がモンゴル国大統領からナイラムダル（友好）勲章を授与され、「この名誉ある叙勲は私個
人ではなく、日本のロータリアンが支えるロータリー米山記念奨学事業へいただいたものだと思っている」と、感謝の言葉を述べました。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書
信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDF
もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

　財団設立50周年を記念し、世界の米山学友が主催するイベント、「感謝in熊本」が開催されます。米山奨学生、国内外の学友はも
ちろん、ロータリアンやご家族の参加も歓迎いたします。ふるってご参加ください （要事前登録）

日　時：2017年８月26日（土）17：00 〜 21：00（16：00受付開始）
会　場：ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
登録費：ロータリアン：10,000円、米山学友・奨学生：5,000円、友人・ご家族：6,000円
詳細は当会HPをご覧ください。http://www.rotary-yoneyama.or.jp/50th
そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight207_pdf.pdf
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叙勲・褒賞・表彰（敬称略）

寄付者紹介（敬称略）

新ロータリアン（敬称略）

ロータリー財団寄付

米山功労者

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

旭日小綬章

髙田　住男

神﨑　　誠

東城　正実

川合　弘竜

橋本　英之

周藤　行則

椎名　博信

興松美奈子

三澤　正俊

木口　利男

原　　啓介

山田　　聡

齋藤　博昭

居村龍二郎

吉田与一郎

小林　　透

大柳　　昭

吉田　裕成

櫻井　澄人

田渕　公敏

廻　辰一郎

萩庭　寿山

吉田　広行

岡田　勝久

森崎　秀樹

吉田　正子

君塚　幸申

石橋菊太郎

梶川　一高

天野　　仁

浅野　正博

山田　　聡

多田　裕之

折田　紘幸

箕輪　正美

池田　紀之

吉村　淳史

松倉　　勉

湯浅　康弘

岩瀬　良一

（柏西RC）

（成田RC）
８回目

（千葉緑RC）
建設業　建築業
２月７日入会

（館山RC）
遊技業

５月17日入会

（八日市場RC）
生命保険業

６月10日入会

（浦安RC）
１回目

（習志野RC）
７回目

（船橋西RC）
不動産賃貸業
３月10日入会

（千葉RC）
建築

５月22日入会

（千葉RC）
市場調査

６月12日入会

（千葉幕張RC）
１回目

（船橋RC）
３回目

（浦安RC）
12回目

（茂原中央RC）
建設業

４月18日入会

（千葉南RC）
信用金庫

５月26日入会

（千葉南RC）
１回目

（千葉北RC）
３回目

（千葉南RC）
11回目

（船橋西RC）
証券業

４月28日入会

（成田RC）
生命保険

５月26日入会

（千葉南RC）
１回目

（千葉北RC）
２回目

（千葉幕張RC）
４回目

（柏南RC）
介護用品製造・販売

５月９日入会

（館山RC）
証券業

５月31日入会

（大原RC）
１回目

（千葉北RC）
２回目

（成田RC）
４回目

（館山RC）
ホテル

５月10日入会

（船橋RC）
ビール製造業
６月６日入会

（成田RC）
１回目

（船橋RC）
３回目

（館山RC）
花店

５月10日入会

（船橋RC）
公認会計士

６月６日入会

（浦安RC）
２回目

（千葉南RC）
警備業

５月12日入会

（松戸RC）
損害保険

６月７日入会

（市川南RC）
１回目

（松戸東RC）
石油製品小売業
５月12日入会

（松戸東RC）
産業廃棄物収集運搬

６月９日入会

吉田　裕成
（千葉南RC）
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国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2017年５月分）

分
区

分
区

第
１
分
区

第
７
分
区

第
８
分
区

第
９
分
区

第
10
分
区

第
11
分
区

第
12
分
区

第
13
分
区

第
２
分
区

第
３
分
区
Ｂ

第
４
分
区

第
５
分
区

第
６
分
区

第
３
分
区
Ａ

クラブ名

市 川
市 川 東
市 川 南
浦 安
市 川 シビック
浦 安 ベ イ

平　均
船 橋
船 橋 西
鎌 ヶ 谷
船 橋 東
船 橋 南
船 橋 み な と

平　均
千 葉
新 千 葉
千 葉 西
千 葉 中 央
千 葉 幕 張
千 葉 東
千 葉 若 潮

平　均
千 葉 南
市 原
千 葉 港
市 原 中 央
千 葉 北
千 葉 緑

平　均
木 更 津
上 総
富 津 中 央
木 更 津 東
君 津
袖 ヶ 浦
富 津 シ テ ィ

平　均
館 山
鴨 川
勝 浦
千 倉
鋸 南
館 山 ベ イ

平　均
茂 原
東 金
大 原
大 多 喜
成 田 空 港 南
茂 原 東
茂 原 中 央
大 網
東 金 ビ ュ ー

平　均

銚 子
旭

八 日 市 場
銚 子 東

平　均
佐 原
多 古
小 見 川
佐 原 香 取

平　均
成 田
八 街
印 西
白 井
富 里
成田コスモポリタン

平　均
柏

我 孫 子
柏 西
柏 東
柏 南

平　均
習 志 野
八 千 代
佐 倉
八 千 代 中 央
四 街 道
習 志 野 中 央
佐 倉 中 央

平　均
松 戸
松 戸 東
松 戸 北
松 戸 中 央
松 戸 西

平　均
野 田
流 山
野 田 東
流 山 中 央
野田セントラル

平　均

クラブ名出席率
（％）

92.00
100.00
79.00
91.70
81.98
89.74
89.07
89.22
89.81
83.72
77.47
83.33
85.86
84.90
90.20
78.19
87.85
73.20
76.68
72.25
67.90
78.04
74.15
62.96
88.89
73.48
79.46
65.45
74.07
76.13
64.44
79.46
81.69
94.77
88.43
89.10
82.00
78.66
90.53
97.36
70.00
82.05
63.77
80.40
87.64
70.50
96.33
91.67
77.41
96.25
83.97
78.23
71.40
83.71

82.21
83.30
81.63
84.68
82.96
83.33
80.56
76.81
76.13
79.21
76.95
85.73
82.10
59.37
66.49
71.05
73.62
78.50
73.14
80.21
90.74
72.60
79.04
82.17
92.55
68.11
63.40
80.34
82.43
65.08
76.30
90.80
95.19
74.47
80.16
82.76
84.68
75.00
59.52
70.42
80.00
83.33
73.65

3
4
4
3
4
3

3.50
4
3
3
3
4
4

3.50
4
4
4
2
3
4
3

3.43
3
4
3
4
4
3

3.50
3
3
4
4
4
4
4

3.71
4
4
3
2
3
3

3.17
3
4
3
4
3
4
3
4
2

3.33

4
2
3
4

3.25
3
3
3
4

3.25
3
3
4
4
4
4

3.67
4
4
3
3
4

3.60
3
3
4
2
4
3
3

3.14
3
3
4
3
4

3.40
4
3
3
4
3

3.40

0
0
2
2
0
0

0.67
0
6
2
2
4
5

3.17
3
0
3
0
2
4
1

1.86
7
2
2
2
3
2

3.00
3
0
1
0
2
3
1

1.25
3
5
4
2
1
0

2.50
3
1
1
1
0
2
2
1
1

1.33

4
3
2
2

2.75
0
0
0
1

0.25
0
2
1
0
0
0

0.50
9
1
4
4
5

4.60
1
0
3
2
2
5
4

2.43
0
0
0
6
0

1.20
8
4
0
2
0

2.80

1
3
2
2
0
0

1.33
0
7
2
3
2
5

3.17
3
0
3
0
2
6
1

2.14
7
3
3
2
3
1

3.17
2
0
1
1
4
4
0

1.50
3
5
4
2
1
0

2.50
0
1
1
1
0
1
2
1
1

0.89

4
3
3
2

3.00
0
0
0
1

0.25
4
3
1
0
0
0

1.33
9
3
3
6
6

5.40
1
0
3
2
3
5
4

2.57
0
0
0
6
0

1.20
8
4
0
2
1

3.00

37
41
17
35
35
13

29.67
27
40
32
31
16
21

27.83
80
50
53
32
37
33
31

45.14
52
38
23
50
27
27

36.17
27
17
28
40
50
24
15

25.13
53
31
37
10
13
20

27.33
65
20
10
5
36
22
17
30
20

25.00

39
44
39
36

39.50
47
15
23
24

27.25
59
27
23
17
28
67

36.83
56
22
61
32
30

40.20
26
49
24
29
25
45
21

31.29
56
46
38
43
29

42.40
58
14
23
23
23

28.20

40
44
20
44
35
13

32.67
28
41
33
33
14
21

28.33
82
49
51
34
37
34
31

45.43
49
41
24
51
28
28

36.83
27
15
31
46
55
27
16

27.13
53
32
38
10
13
24

28.33
65
16
9
6
36
21
21
31
20

25.00

41
44
39
33

39.25
50
15
23
25

28.25
71
33
24
16
30
69

40.50
61
27
64
36
33

44.20
26
51
29
28
28
50
21

33.29
57
46
38
44
29

42.80
60
14
22
22
25

28.60

3
3
3
9
0
0

18
1
1
1
2

△ 2
0
3
2

△ 1
△ 2

2
0
1
0
2

△ 3
3
1
1
1
1
4
0

△ 2
3
6
5
3
1

16
0
1
1
0
0
4
6
0

△ 4
△ 1

1
0

△ 1
4
1
0
0

2
0
0

△ 3
△ 1

3
0
0
1
4

12
6
1

△ 1
2
2

22
5
5
3
4
3

20
0
2
5

△ 1
3
5
0

14
1
0
0
1
0
2
2
0

△ 1
△ 1

2
2

出席率
（％）

会員数 会員数
2016
7/1

2016
7/1当月 当月増減 増減

例
会
数

例
会
数

女
性

女
性

女
性

女
性

クラブ数83RC
地区会員数
地区会員数
地区女性会員数
地区女性会員数

当月平均出席率
増減
女性会員増減

2,729人
2,841人

166人
183人

81.10%
+112
+17

2016年７月１日
2017年５月末日
2016年７月１日
2017年５月末日

物 故 会 員  （敬称略）

中村　　裕 北見賢一郎
逝去日：2016年８月16日（享年88歳）
入会日：1976年２月10日
ロータリー歴：1976-77　クラブ会長
　　　　　　　1889-90　分区代理
　　　　　　　2001-02　ガバナー補佐
叙勲：厚生大臣賞

逝去日：2017年６月12日（享年48歳）
入会日：2013年12月９日

（第10分区　柏東RC） （第４分区　君津RC）

７月のロータリーレート

111円
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岡
本
秋
暉
　
芙
蓉
孔
雀
図

　
岡
本
秋
暉（
お
か
も
と
・
し
ゅ
う
き
　
生
没
年
：
文
化
四
年
〜
文
久
二
年
　
西
暦
一
八
〇
七
年
〜
一
八
二
六
年
）は
、江
戸
時
代

後
期
に
活
躍
し
た
絵
師
で
、花
鳥
画
、特
に
孔
雀
の
絵
を
得
意
と
し
ま
し
た
。「（
伊
藤
）若
冲
の
鶏
」「（
土
佐
）光
起
の
鶉
」「（
森
）狙

仙
の
猿
」な
ど
と
同
様
、「（
岡
本
）秋
暉
の
孔
雀
」と
称
さ
れ
ま
し
た
。小
田
原
藩
の
藩
士
で
、小
田
原
城
の
天
守
閣
を
飾
る
板
絵

や
、同
じ
く
小
田
原
に
所
縁
の
二
宮
尊
徳
像（
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
）な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。

ロータリーカードはご存知ですか？ロータリーカードには従来からのオリコロータリーカードに加
え新たにダイナースクラブロータリーカードが加わりより選択肢が増えました。オリコにはゴール
ドカード、シルバーカード、ビジネスカードがございます。17年３月末で個人カードは当地区でたっ
た53枚、ビジネスカードに至っては10枚数枚しか発行されていません。個人カードは利用額の0.3％、
ビジネスカードは0.5％が自動的にポリオ撲滅のために寄付されます。
詳しくはオリコホームページ　http://www.orico.co.jp/merchant/rotary/

ダイナースクラブ個人カード　年会費22,000（税抜）、家族
会員5,000円（税抜）ご利用額の0.3％、年会費より年9,000
円がロータリーへ還元されます。また、クラブや地区で入会
できるコーポレートカードもございます。
例会費や諸経費をカードで支払うだけでご利用額の0.3％が
ロータリーへ寄付されます。
コーポレートカードの年会費は無料です。
詳しくは　http://www.diners.co.jp/entry_form/lp/rotary/

　４月15日（土）（新規・継続）採用米山奨学生25名・米山カウンセラー 25名・各大学担当指導教
員25名のオリエンテーションを実施いたしました。
　当日は、ロータリー、米山奨学事業、奨学生の心得、カウンセラーの役割の説明、米山奨学生と
米山カウンセラーと指導教員との３者面談、重要な注意事項伝達、継続奨学生の継続書類説明をし
た後、オリエンテーションの最後に確約書のサインを済ませ、晴れて25名の奨学生が新たなスター

トを切りました。また、プログラムの最後に、青木ガバ
ナー、寺嶋ガバナーエレクト、増田米山記念奨学会理事、
お手伝いをいただいた学友会メンバー、地区委員会役員
を入れて総勢90名の懇親会を行い、お互いの絆を深め
ました。
　奨学生の皆さんおめでとうございます。 お手伝いい
ただいた米山学友会の皆さん、ありがとうございました。

財団委員会だより

米山記念奨学会だより

ロータリーカードでポリオ撲滅にご協力を！

【2017学年度、米山奨学生・米山カウンセラー・指導教員オリエンテーション】のご報告

ロータリー財団委員会 財団資金・推進管理委員会 委員長　水野　晋治

米山記念奨学委員会 委員長　冨　　一美

ロータリー会員IDが刻印されます。


